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吉備中央町立上竹荘保育園
　昭和22年11月に上竹荘保育所「双葉子ども会」を上竹大八幡神社に開設し、昭
和31年４月に保育所として認可されました。その後、昭和55年３月から新園舎で
の保育が始まり、平成16年10月に「吉備中央町立上竹荘保育園」と改称されまし
た。元気いっぱいに成長してきた園児たちを優しく見守ってきた上竹荘保育園は、
３月末で閉園を迎えることとなりました。３月22日に行われた閉園式では、園児
たちは大きな声で元気よく園歌を歌い、笑顔で園舎にお別れを告げていました。

吉備中央町立御北幼稚園
　平成３年４月に長田・豊岡・新山幼稚園の３園が統合し、御北幼稚園として発足しました。その後、平成４年４月に
御北幼稚園として認可され、平成16年10月に「吉備中央町立御北幼稚園」と改称されました。以来、多くの園児が園で
の生活を楽しみながら成長してきました。園児たちを温かく見守ってきた御北幼稚園は、３月末で閉園を迎えることと
なりました。３月15日に行われた閉園式後に、御北小学校の児童たちと一緒にバルーンリリースが行われました。

御北幼稚園・上竹荘保育園で閉園式が行われました

大阪の方から
お手紙が届きました！
バルーンリリースの
風船が風に乗って大阪
まで届いたそうです！
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　３月６日に豊野こども園、３月21日に吉備高原児童クラブ、３月25日に吉備高原こども園、３月26日に円城
こども園の落成式が行われました。式では、全こども園・児童クラブの設計及び施工管理業者の株式会社ベン建
築設計、施工業者の大槻興業株式会社（豊野こども園）、村尾建設株式会社（吉備高原児童クラブ）、カヨー建設
株式会社（吉備高原児童クラブ・吉備高原こども園）、中村建設株式会社（円城こども園）に感謝状が贈呈されま
した。また、豊野こども園と吉備高原こども園では、園児が大きな声で園歌を歌いました。
　落成式が行われた３園および大和こども園は、４月１日に開園しました。

こども園・児童クラブの落成式が行われました

豊野
こども園

吉備高原
児童クラブ

吉備高原
こども園

円城
こども園
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ままちちのの話話題題まちの話題

　３月30日に赤
あか
木
ぎ
和
かず
惠
え
さん（上野）、３月31日に小

こばやし
林幸

ゆき
子
こ
さん（竹荘）が満百歳のお誕生日を迎えられ、国

や県、町や町社会福祉協議会から記念品やお祝い状が贈られました。
　赤木さんは、近所の方とのおしゃべりを楽しまれ、畑仕事や趣味の花づくりなどをされていました。現在は、
生け花などの活動を楽しまれています。長寿の秘訣は、できることは何事も自分ですることだそうです。
　小林さんは、和菓子職人としてお仕事をされていました。川柳、ちぎり絵、押し絵など多趣味で、現在は、
曾孫さんと遊ぶことを楽しまれています。長寿の秘訣は、何でもよく食べることだそうです。
　赤木さん、小林さん、これからもますますお元気にお過ごしください。おめでとうございます。

　岡山県教育委員会による「ぱっちり！モグモグ」
生活リズム向上優良活動表彰で、御北小学校が最
優秀賞を受賞しました。御北小学校では、「めざせ
生活リズム名人！チャレンジ週間」と題し、チャ
レンジカードを活用して、１週間のメディアコン
トロール、生活リズム、歯磨き、学習時間等をチェッ
クし、保護者の意識と共に児童自身のセルフコン
トロール力を高めていく取り組みが評価されまし
た。おめでとうございます。

満百歳おめでとうございます

令和５年度岡山県「ぱっちり！
モグモグ」で最優秀賞受賞

2/29
　吉備中央町FOS少年団が第48回山陽新聞桃太郎
賞を受賞しました。この賞は、「子どもたちの健全
育成」と「人間性あふれる豊かな地域社会づくり」
に役立てることを目的に創設されたもので、FOS
少年団連盟の長年の交流・奉仕活動等が認められ、
今回の受賞となりました。
　今後も、友情・秩序・奉仕の３つのFOS精神の
もとに、地域に貢献できる心豊かでたくましい子
どもの育成を目指します。おめでとうございます。

第48回
山陽新聞桃太郎賞を受賞

3/10

赤木 和惠さん 小林 幸子さん

　
満
百
歳
・
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

3/30 3/31
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●Topics of the Town●

　令和６年１月１日に起こった能登半島地震の被災者支援のため、少しでも力になりたいという思いから、
上竹荘小学校６年生と下竹荘小学校５年生が合同で空き缶回収を行いました。この取り組みでは、両小学校
のみならず、地域の有志の方々や株式会社十字屋のご協力もあり、大きい回収袋約40袋が集まりました。
　２月28日、上竹荘小学校で、株式会社十字屋のトラックに約40袋の回収袋を積み込みました。回収され
た空き缶の換金額は、２万4,700円となりました。
　３月７日、両校の児童が賀陽庁舎を訪れ、「被災地の復旧に充ててほしいと思いながら集めました。被災者
の方の衣服・食料、住まいの復旧に使ってほしいです」と山本町長に義援金が手渡されました。山本町長は「皆
さんの熱い思いを届けます。これからも、あたたかい思いやりを大切に成長してください」とお礼を述べま
した。義援金は、日本赤十字社を通じて被災地に届けられます。

　岡山県備前県民局佐
さ
藤
とう
局長が賀陽庁舎を訪れ、

５月26日に開催される第74回全国植樹祭に向けて
機運を醸成するために、木製地球儀の引き渡しが
行われました。この木製地球儀は、第52回大会（21
世紀最初の全国植樹祭）の際に、「21世紀は地球
環境の時代であり、森林・林業がさらに重要な役
割を担う」ということをイメージして製作された
ものです。山本町長は「後世の方々に文化や自然
を引き継ぐことが大事です」と述べました。

みんなの思いを令和６年能登半島地震の被災地へ2/28 3/7

木製地球儀引き渡し＆
巡回展示セレモニー

3/5
　農家民宿みっちゃん家（吉川）で、町内農家民
宿を対象としたムスリム（イスラム教徒）おもて
なし研修会を開催しました。これは、岡山連携中
枢都市圏事業の一環で、ムスリムの方が安心して
食事や宿泊ができるよう、受入側の知識習得を目
的としたものです。当日は、株式会社モットの
中
なかがわ
川氏を講師にお迎えし、４軒の農家民宿オーナー

がムスリム向けの料理づくり体験や意見交換をし
ながら、熱心に受講されました。

ムスリムおもてなし
研修会開催

3/15

２/28 空き缶回収 ３/ ７ 義援金贈呈
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※（　）内は、構成比

　一般会計 歳入
区　　　分 令和６年度当初予算額

自主財源 47億6,911万円
町税 13億4,490万円
分担金及び負担金 6,255万円
使用料及び手数料 9,400万円
財産収入 1,536万円
寄附金 12億3,080万円
繰入金 16億2,469万円
繰越金 1億0万円
諸収入 2億9,681万円

依存財源 70億1,089万円
地方譲与税 1億6,946万円
地方消費税交付金 2億7,872万円
地方交付税 39億6,700万円
法人事業税交付金 2,690万円
その他交付金 4,356万円
国庫支出金 9億2,241万円
県支出金 9億1,284万円
町債 6億9,000万円

歳入合計 117億8,000万円

　
令
和
６
年
度
当
初
予
算
が
令
和
６
年
第
１
回
吉
備

中
央
町
議
会
定
例
会
（
３
月
）
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、１
１
７
億
８
，０
０
０
万

円
に
な
り
ま
し
た
。

　
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
最
終
年
と
な
っ
た
小

学
校
の
統
合
に
向
け
た
整
備
関
連
事
業
を
は
じ
め
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
整
備
事
業
や
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
推
進
事
業
を
中
心
に
、
社
会
保
障
や
生

活
環
境
関
連
予
算
の
確
保
と
併
せ
て
子
育
て
支
援
、

定
住
促
進
、
農
業
者
支
援
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
予
算

を
計
上
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
か
ら
、
全
国
ど
こ
で
も
誰
も
が
便
利
で
快

適
に
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指
す
「
吉
備
中
央
町
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
構
想
総
合
戦
略
」
の
計
画
が
ス
タ
ー

ト
し
、
ま
た
、
合
併
20
周
年
を
迎
え
る
節
目
の
年
と

な
り
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
て

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
町
づ
く
り
」を
強
力
に
推

進
す
る
と
と
も
に
、
職
員
一
人
ひ
と
り
が
町
民
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、
住
民
の
福
祉
向
上
に
努
め
、
農
業

を
は
じ
め
と
す
る
産
業
の
振
興
や
子
育
て
定
住
施
策

事
業
を
し
っ
か
り
と
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
６
年
度

当
初
予
算
が

�
決
ま
り
ま
し
た

使用料及び手数料 （0.8％）
9,400万円

町税（11.4％）
13億4,490万円

町債 （5.9％）
6億9,000万円

地方交付税 （33.7％）
39億6,700万円

国庫支出金 （7.9％）
9億2,241万円

法人事業税交付金 （0.2％）
2,690万円

県支出金 （7.7％）
9億1,284万円

財産収入 （0.1％）
1,536万円

寄附金 （10.5％）
12億3,080万円

繰入金 （13.8％）
16億2,469万円

繰越金 （0.8％）
1億円

諸収入 （2.5％）
2億9,681万円

地方譲与税（1.4％）
1億6,946万円

分担金及び負担金 （0.5％）
6,255万円

地方消費税交付金 （2.4％）
2億7,872万円

その他交付金 （0.4％）
4,356万円

歳入 自主財源
（40.4％）依存財源

（59.6％）

会計区分 令和６年度当初予算額 増減率（％）
一般会計 117億8,000万円 -1.5

特別会計

国民健康保険特別会計 13億6,700万円 -5.9
介護保険特別会計 21億3,410万円 0.2
後期高齢者医療特別会計 2億3,040万円 22.0
育英資金特別会計 1,341万円 -9.0
診療所特別会計 1,557万円 -9.5
住宅新築資金等貸付事業特別会計 37万円 -7.5

企業会計等
再生可能エネルギー事業特別会計 2億3,400万円 -2.5
上水道事業会計 15億2,694万円 82.4
下水道事業会計 3億8,615万円 -47.9

合計（一般会計＋特別会計＋企業会計等） 176億8,794万円 0.6

一般会計
117億8,000万円

企業会計
21億4,709万円

特別会計
37億6,085万円

合計合計
176億8,794万円176億8,794万円

特集
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　一般会計 歳出

用
語
解
説

歳
入
（
主
な
も
の
）

【
町
税
】町
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
町
に
納
め

ら
れ
る
税
金

【
分
担
金
及
び
負
担
金
】老
人
措
置
負
担
金
や
農

林
業
受
益
者
分
担
金
な
ど

【
使
用
料
及
び
手
数
料
】町
営
住
宅
の
家
賃
や
町

施
設
の
使
用
料
、
住
民
票
の
発
行
手
数
料
な
ど

【
繰
入
金
】基
金
を
取
り
崩
し
て
繰
り
入
れ
る
収

入【
地
方
交
付
税
】
町
の
財
政
状
況
に
応
じ
て
、国

か
ら
配
分
さ
れ
る
収
入

【
地
方
譲
与
税
】国
税
と
し
て
徴
収
し
た
税
を
一

定
の
基
準
に
従
っ
て
国
か
ら
町
へ
譲
与
さ
れ
る

収
入

【
地
方
消
費
税
交
付
金
】消
費
税
の
地
方
分
が
人

口
な
ど
を
も
と
に
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
収
入

【
町
債
】公
共
事
業
な
ど
を
行
う
た
め
の
財
源
と

し
て
借
り
入
れ
る
収
入

歳
出
（
性
質
別
）

【
人
件
費
】
職
員
の
給
料
や
手
当
、議
員
の
報
酬

な
ど

【
扶
助
費
】福
祉
や
医
療
に
関
す
る
障
害
者
の
支

援
、
児
童
手
当
な
ど

【
普
通
建
設
事
業
費
等
】
道
路
、
学
校
、
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
施
設
の
建
設
お
よ
び
災
害
復
旧
な

ど【
物
件
費
】
旅
費
や
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
施

設
管
理
の
委
託
料
な
ど

【
補
助
費
等
】
補
助
金
や
負
担
金
な
ど

【
繰
出
金
】
特
別
会
計
の
収
入
を
補
う
経
費

歳出
【目的別】

投資及び出資金（2.6％）
3億334万円

繰出金（6.0％）
7億1,376万円 予備費（0.1％）

1,000万円

労働費（0.0％）
351万円

議会費（0.8％）
8,847万円

予備費（0.1％）1,000万円

災害復旧費（0.1％）
1,428万円

総務費（26.5％）
31億2,340万円

民生費（23.8％）
28億374万円

衛生費（8.5％）10億330万円

農林業費（11.9％）
14億384万円

商工費（2.3％）
2億6,813万円

土木費（4.1％）
4億8,770万円

消防費（2.6％）
3億695万円

教育費（10.7％）
12億5,354万円

公債費（7.8％）
9億1,689万円

諸支出金（0.8％）9,625万円

歳出
【性質別】

投資的経費
（10.5％）

義務的経費
（30.9％）

その他経費
（58.6％）

人件費（15.8％）
18億6,502万円

公債費（7.8％）
9億1,689万円

普通建設事業費（10.4％）
12億2,721万円

災害復旧事業費（0.1％）
1,428万円

物件費（19.0％）
22億3,308万円維持補修費（0.8％）

8,918万円

補助費等（24.8％）
29億2,209万円

積立金（5.0％）
5億8,690万円

貸付金（0.3％）
3,550万円

扶助費（7.3％）
8億6,275万円

一般会計 町民１人当たりの予算�   1,148,260円
このように使われます ●令和６年４月１日 現在　人口 10,259人

その他
46,850円
議会・観光振興・
災害復旧など

民生費
273,296円
高齢者・障害者・
児童の福祉など

農林業費
136,840円

農林業、畜産業の振興・
有害鳥獣対策など

総務費
304,454円
地域振興・交通・

財産管理・庁舎管理など

消防費
29,920円
消防や災害対応、
防災対策など

公債費
89,375円

町債などの借入金の返済

教育費
122,189円

学校・公民館・図書館の
運営、スポーツ振興など

衛生費
97,797円

健康増進、疾病予防、
環境対策、一般廃棄物の

処理など

土木費
47,539円

道路・河川・住宅の整備
維持管理など

※（　）内は、構成比

【グラフ左：性質別分類】
経費（歳出）について、経済的性質
を基準として分類することで、財政
の体質を分析することができます。

【グラフ右：目的別分類】
経費（歳出）について、行政目的によって
分類することで、各行政分野ごとの大まか
な経費の比重を知ることができます。
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『22世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町』をめざして
～令和６年度の主な事業を紹介します～

次代の宝を育むまち次代の宝を育むまち
～子育て・教育・文化分野～～子育て・教育・文化分野～

通園費補助事業� 170万円

　町内の認定こども園に通園する児童の保護者に対
し、通園費用の負担軽減を図ります。

放課後児童クラブ整備事業� ３億995万円

　公設公営の移行に伴い、敷地造成・２施設の新築工
事を行います。

小学校費� ６億4,268万円

　町立小学校の運営に必要な経費です。今年度は、学
校統合の準備最終年として、吉備高原小学校の改修工
事や各種整備等を行います。また、小学校のスクール
バスを購入します。

学校給食費無償化事業� 4,333万円

　物価高騰の中、子育て世帯の負担軽減を図るため、
小・中学校の給食費を無償化します。

やさしさあふれるまちやさしさあふれるまち
～保健・医療・福祉分野～～保健・医療・福祉分野～

がん検診事業� 1,431万円

　乳・子宮・胃・大腸・肺・前立腺がん検診を実施し
ます。集団検診に加えて個別健診を実施しています。

母子一般事業� 822万円

　乳児健診､ １歳６か月児健診､ ２歳６か月児歯科健
診､ ３歳６か月児健診を実施します｡ 歯科罹患率の減
少を目指すとともに、発達確認､ 育児相談､ 支援の充
実を図ります｡

看護師養成奨学金貸付事業� 300万円

　看護師の人材育成と確保を図るため、看護師養成所
に在学し、卒業後町内の医療機関等に看護師として一
定期間継続して勤務する意思のある者に対して、月額
50,000円の奨学金を無利子で貸し付けます。

協働で歩むまち協働で歩むまち
～行財政分野～～行財政分野～

協働のまちづくり寄附金事業�12億2,980万円
　ふるさと納税を通じて、本町のまちづくりに参画し
ていただくとともに、この寄附金を基に、米づくり農
家を応援する事業等を実施します。

未来社会を先行実現するまち未来社会を先行実現するまち
書かない窓口システム導入事業� 352万円

　窓口での手続きの負担軽減を図るため、マイナン
バーカードを活用して窓口申請書の記入を省略できる
ようにします。

通信環境整備補助事業　� 424万円

　65才以上の一人暮らし世帯を対象にインターネッ
ト通信環境の整備を促進するため、新規のWi-Fi整備
に係る月額利用料を補助します。（単年度）→P.10へ

新

生活しやすい安全なまち生活しやすい安全なまち
～生活基礎分野～～生活基礎分野～

乗合タクシー運行事業� 792万円
　町内の移動を支援するため、デマンド方式でタク
シーを運行します。

高校生通学費等補助事業� 1,800万円
　高校生が通学するために必要なバス・電車の運賃や
寮費・アパート等の賃借費を補助します。

住宅リフォーム補助事業� 600万円
　町内の建築業者による住宅改修を行った場合、その
経費の一部を補助します。

新　新規に開始する事業

特集

新

魅力と活気のあふれるまち魅力と活気のあふれるまち
～産業振興分野～～産業振興分野～

頑張る農家応援事業� 3,500万円
　ふるさと納税の寄附金を財源として、農業用機械の
導入補助を行います。

快適な暮らしのまち快適な暮らしのまち
～環境保全分野～～環境保全分野～

合併処理浄化槽設置事業� 1,305万円
　合併浄化槽設置補助金に加え、単独浄化槽等の撤去
費についても補助することで、合併処理槽への転換を
図ります。

新

新
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役場からのお知らせ

相　
　
談

消
費
生
活
相
談

　
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
を
消
費
生

活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。「
困
っ
た
な
」と
思
っ

た
ら
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
相
談
を
! !

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

は
が
き
、
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
不
当
請
求
・
架
空
請
求

・
消
費
者
金
融
の
多
重
債
務

・
そ
の
他
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す
。

※
匿
名
で
の
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

●
時　
間　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご

と
相
談
）を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密
は
固
く
守
ら

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　

社
会
福
祉
協
議
会

　
　
し
ら
さ
ぎ
事
業
所

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
８
１
８

　
　
や
す
ら
ぎ
事
業
所

�

☎
０
８
６
７

－

３
４

－

１
５
２
２

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

申
請
・
受
取
延
長
窓
口
お

よ
び
休
日
開
庁
の
ご
案
内

　
平
日
に
仕
事
や
学
校
な
ど
の
た
め
に

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が

で
き
な
い
方
や
新
た
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
を
希
望
す
る
方
は
、
こ

の
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
住
民
課　
戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

円
城
浄
水
場
有
機
フ
ッ
素
化

合
物（
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ・Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
）

検
出
に
か
か
る
水
質
検
査
結

果
に
つ
い
て
の
お
知
ら
せ

　
令
和
５
年
10
月
に
判
明
し
ま
し
た
円

城
浄
水
場
に
か
か
る
有
機
フ
ッ
素
化
合

物(

Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
・
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ)

の
水
質
検

査
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月
の
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
水
道
課　
上
水
道
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
６

－

７
１
３
４

日　時 ５月23日㈭
午前９時～正午

会　場 下竹荘公民館 井原コミュニティ
センター

内　容 行政・福祉 人権・福祉

日　
に　
ち

会　
　
　
場

５
月
７
日
㈫

賀
陽
庁
舎
相
談
室

５
月
21
日
㈫

加
茂
川
庁
舎
相
談
室

役場からの

お知らせ

延長窓口 休日開庁

日　時
毎週水曜日

午後５時15分～７時

４月28日㈰
５月26日㈰

午前８時30分～正午
場　所 住民課

要予約！
延長窓口・休日開庁とも、
住民課への電話予約が必
要です。

採取日 ５、12、18、26日

円城浄水場（浄水池） ５ng/L未満

案田配水池（上田東配水池系） ５ng/L未満

円城小学校（細田配水池系） ５ng/L未満

※国の水質管理暫定目標値：50ng/L以下（１ngは10億分の１ｇ）
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役場からのお知らせ

高齢者を対象にした
補聴器購入費助成のお知らせ
　町では、加齢により耳が聞こえにくくなり、日常生活に不便を感じている高齢者を対
象に、町への事前申請により、補聴器の購入費用を助成しています。

対象者

次の①～④のすべてに該当する方が助成対象となります。
①吉備中央町に住所のある65歳以上の方
②聴覚障害による身体障害者手帳をお持ちでない方
③�耳鼻科医師から補聴器の必要性を認める「補聴器適合に関する診療情報提供書」の交
付が受けられる方

※「補聴器適合に関する診療情報提供書」は医療機関にあります。
④過去にこの助成を受けていない方

助成額
補聴器購入にかかる費用に対して、50,000円を上限に助成します。
※助成は１人１回限りです。修理代や文書料は対象となりません。
※交付決定前の購入についても対象となりません。

　なお、申請については、事前に福祉課へご相談ください。

お問い合わせ先 　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

一人暮らしの高齢者のインターネット
月額利用料金の半額補助制度を始めました
　町では、令和６年４月１日から、高齢者がパソコンやスマートフォンを使ってインター
ネットを利用する際に、より円滑なコミュニケーションと生活の利便性を向上させるた
め、インターネット月額利用料金の半額補助制度を始めました。

対象者

次の①～③のすべてに該当する方が対象となります。
①吉備中央町に住所のある65歳以上の一人暮らしの方
②�令和６年４月１日以降に、新たにケーブルテレビが提供する�
インターネットサービス（ベーシックプランに限ります。）の�
契約をする方

③�インターネットサービスの提供を受けた後、町のアプリ（き 
びアプリ）をインストールする意思がある方

※すでに、きびアプリをインストールされている方は、③の要件を満たします。
※スマートフォンをお持ちでない方は、お問い合わせください。

内 容

※�申請が必要です。申請書類など、詳しくは、企画課へお問い合わせいただくか、町公
式ホームページをご覧ください。

※申請が認められた場合、今年度末までのインターネット月額利用料金が半額になります。
※インターネット月額利用料金の補助は、申請のあった年度分に限ります。
　翌年度以降は通常料金となりますので、ご注意ください。

お問い合わせ先 　企画課　デジタル事業推進室　☎0866－54－1314

詳細はこちら▼
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対 象 者
①吉備中央町国民健康保険に加入している40歳以上の町民
②後期高齢者医療保険に加入している町民

対 象 検 査
項 目

❖身体測定（身長・体重・腹囲）
❖血圧測定
❖脂質検査（空腹時又は随時中性脂肪・HDLコレステロール・LDLコレステロール）
❖肝機能検査（AST〔GOT〕・ALT〔GPT〕・γ-GT〔γ-GTP〕）
❖腎機能検査
❖血糖検査（空腹時血糖又はへモブロビンA1c）
❖尿検査（糖・蛋白）

受 診 期 間 令和６年４月１日（月）～令和７年３月31日（月）
助 成 額 人間ドック受診費用の２分の１以内（10,000円が上限）

助 成 の
条 件

①�人間ドック受診日に40歳以上で、国民健康保険または後期高齢者医療保険に加入している方
②申請時に、保険税（料）を滞納していない方
③受診年度に、職場等で人間ドックの助成を受けていない方
④受診年度に、町が行う特定健康診査、後期高齢者健康診査を受診していない方

申 請 方 法

次の書類をご持参の上、保健課または各支所・出張所へお越しください。
①保険証
②人間ドックの領収書
③人間ドックの結果（コピーさせていただきます。）
④印鑑
⑤通帳（振込先の確認のため）

申 請 期 間 令和７年４月18日（金）まで
受 診 上 の
注 意 事 項

①岡山県内の人間ドックを実施している医療機関で受診できます。
②必要な検査項目を満たしていない場合は、助成が受けられません。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

国民健康保険、後期高齢者医療保険に加入されている皆さまへ
人間ドックの費用を助成します！

市区町村の窓口での戸籍証明書等の請求が便利になります！
　令和６年３月１日から戸籍の広域交付が始まり、本籍が吉備中央町にない方でも吉備中央町の窓口で戸籍証明
書等が請求できます。

対 象 者
•�戸籍に記載がある方（本人）　
•配偶者　•本人から見て直系の方（父母、祖父母、子、孫など）
※委任状などでの代理人からの請求は対象ではありません。

必要なもの 顔写真のついた身分証明書（運転免許証・マイナンバーカードなど）

交 付 場 所
住民課および各支所・出張所
（月曜日～金曜日　午前８時30分～午後５時15分　※土・日・祝日を除く）
※水曜日の延長窓口での取り扱いはありません。

そ の 他
請求できる証明書や請求できる方などが限られていますので、ご不明な点等は住民課へお問
い合わせください。また、法務省のホームページもご確認ください。

お問い合わせ先 　住民課　戸籍住民班　☎0866－54－1316

法務省の
ホームページ▼
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役場からのお知らせ
～あなたを一番わかってくれるお医者さん～

「かかりつけ医」を持ちましょう！
　あなたは、自分のかかりつけ医を持っていますか。
　日常的な診療や健康管理などを行ってくれる身近なお医者さんのことを「かかりつけ医」と呼んでいま
す。自分やご家族の健康についての相談役として、かかりつけ医を持つことをお勧めします。

かかりつけ医を持つと、こんな良いことがあります！

何でも話せるかかりつけ医と良いお付き合いを！

　かかりつけ医を選ぶときは、何でも相談でき、なるべく通いやすい身近な医療
機関がお勧めです。例えば、介護保険サービスを利用するときに必要な医師の意
見書の作成等も、かかりつけ医であれば、より簡単にできます。医療・介護・福
祉の連携にも取り組んでいるので、在宅医療や療養のことなども相談できます。

大きな病院を受診する前に、まずはかかりつけ医へ相談を！

　誰もが最初から総合病院や大学病院に行こうとすると、それらの病院はパンクし、本来の目的である高
度医療が提供できなくなります。そのようなことがないよう、まずはかかりつけ医に相談しましょう。

町内医療機関の紹介

　かかりつけ医は地域に密着し、私たちの健康を支えています。� 　（行政順）

医療機関名 住　所 電話番号

塚本内科医院　津賀クリニック 下加茂1103-8 ☎0867-34-1786

塚本内科医院 円城855 ☎0867-34-0037

下土井クリニック 富永1403-1 ☎0867-35-0806

豊岡クリニック 豊岡下276-1 ☎0867-35-1130

新山診療所 尾原508 ☎0867-35-9977

木戸医院 上竹584-3 ☎0866-54-1221

賀陽クリニック 湯山1003-1 ☎0866-54-1519

吉備高原医療リハビリテーションセンター 吉川7511 ☎0866-56-7141

吉備高原ルミエール病院 宮地3336-15 ☎0866-55-5331

※保健事業ガイドブックにも町内医療機関一覧を掲載していますので、ご覧ください。

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

　日ごろの状態をよく知っ
ているかかりつけ医であれ
ば、ちょっとした体調の変
化にも気付きやすいため、
病気の予防や早期発見、早
期治療が可能になります。

　継続して同じ医師に診察
を受けることで、病気や症
状、治療法などについて的
確な診断やアドバイスをし
てもらえます。

　専門的な検査や治療が必
要になった場合に、症状に
応じて適切な医療機関を紹
介してもらえます。
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きびアプリとは？
　１つのアプリから、町の情報・健康・母子手帳・暮らし相談・買い物・移動サポート等
の複数のサービスを利用できる「町民向けポータルアプリ」です。

きびアプリ利用者の声
〈利用前〉
◆�「不燃ごみの収集日はいつだったかな？」、「子どもの急な発熱、休日当番医はどこ？」、�
「今月参加できる町のイベントはあるかな？」など

〈利用後〉
◆�きびアプリ内の「町の情報」をタップすれば、町公式ホームページとリンクしているので、
町の情報を簡単に閲覧できます。

◆項目別に分類されているので、お探しの情報が一目で分かります。

お問い合わせ先 　
きびアプリの概要について　企画課　デジタル事業推進室　☎0866－54－1314
きびアプリの登録について　有限責任事業組合吉備中央町インクルーシブスクエア

　☎0866－54－9011　　　

こんな時に便利！きびアプリ！

　この事業は、仲間と一緒に声をかけ合いながら歩くことで運動習慣の定着を図り、生活習慣病
の改善を目指すことを目的としています。
　参加者全員に参加賞、規定の歩数を達成した組には達成賞、個別総合上位５名には賞状および
副賞を進呈します。個人部門での挑戦も可能です。申込用紙は、広報きびちゅうおう６月号と一
緒に全戸配布します。ぜひ、ご参加ください。

令和５年度、上位５名の方の取り組みと感想を紹介します。

第３位　996,080歩
坂
さかもと

本 伸
しん

吾
ご

さん（吉川）
半年前、腹部の手術を行い、体力的
に不安を抱えて臨みました。期間中、
ウォーキングの催しやマラソンファ
ンランなどにも挑戦した結果、前回
並みの歩数を出すことができました。

第４位　951,503歩
黒
くろ

井
い

 栄
さかえ

さん（竹部）
マラソンが趣味で、目標のため常日
ごろから歩いています。徒歩で通勤
するなど、歩くことが生活の一部と
なっています。30歳ごろから歩くこ
とを習慣にしています。

第５位　887,800歩
楢
ならさき

嵜 秀
ひで

徳
のり

さん（上田西）
毎年、友人２人と参加しています。
犬を飼うようになってからは、ほぼ
毎晩歩くようになり歩数が増えまし
た。おかげで５位入賞と思わぬ結果
に驚きです。これからも、犬と自分
の健康のために歩こうと思います。

３人で歩いて健康UP事業
参加者を６月から募集します！

へそっぴー
ポイント
対象事業

第１位　1,228,893歩
上
うえ

田
だ

 隼
しゅん

己
き

さん（竹部）
第２位　1,035,986歩
百
もも

田
だ

 真
ま さ と

人さん（上野）

お問い合わせ先 　保健課　地域保健班　☎0866－54－1326

一昨年、父からの誘いで
参加した岡山マラソンを
きっかけにマラソンには
まり、歩くことが習慣に
なりました。昨年からは、
県外のマラソン大会にも
参加し、自己ベストを更
新できるよう努力してい
ます。

仕事終わりや休日など
に、意識して歩くように
しています！
歩く距離を自分で管理し
ながら、無理せず歩くよ
うに努力しています。

きびアプリの
登録はこちら▼

きびアプリの
詳細はこちら▼
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役場からのお知らせ

お問い合わせ先 　定住促進課　定住促進班　☎0867－34－1116

詳細はこちら▼

就業奨励金（５万円）　�

■対 象 者
　・�申請年度の４月１日現在30歳以下の方
　・�卒業後初めて事業者等に就職した方
■申請期限　就業した日から１年間

結婚祝金（夫婦１組５万円）　�

■対 象 者
　・�夫婦ともに申請年度の４月１日現在50歳以

下の方
■申請期限　婚姻後から１年間

Ｕ・Ｉターン奨励金　�

世帯が１名の場合 ３万円

世帯が２名以上の場合 ５万円

※�同居の子ども（中学生以下）１名につき３万円
を加算

■対 象 者
　・�申請年度の４月１日現在50歳以下の方
　・�町内から勤務可能な事業所などに就業してい

る方
■申請期限　転入日から１年間

民間賃貸住宅入居奨励金　�
（家賃３か月分の金額（上限24万円））
■対 象 者
　・�町内の民間賃貸住宅（公的住宅等を除く）の

賃貸契約（期間：１年以上）を締結した方
　・子育て世帯または新婚世帯

子育て世帯
中学生以下の子どもを養育す
る親がいる世帯

新婚世帯
夫婦いずれかが40歳以下で、
婚姻日から１年以内の世帯

�■申請期限　契約締結日から１年間

住宅取得奨励金　�

分譲地 基本額　100万円

分譲地以外 基本額　 60万円

子育て世帯または
婚姻後10年以内の夫婦

加算額　 20万円

■対 象 者
　・申請時の年齢が50歳以下の方
　・令和５年４月１日から令和７年３月31日までの間に、自ら居住するための住宅を新築された方
※対象住宅にも要件があります。詳しくは、定住促進課までお問い合わせください。
■申請期限　対象住宅の新築年月日（登記事項証明書記載）から１年間

住みたいまち定住奨励金
　この制度は、吉備中央町への若者の定住を促進し、町の担い手の確保を図りつつ、明るく
活力のあるまちづくりを進めることなどを目的に奨励金を交付しています。
　奨励金は、町内に居住し、定住の意思のある方が対象となります。
　対象となる方は、期限内に申請をお願いします。

＊分譲地：
　吉備高原都市住区、ハートフルタウン
＊子育て世帯：
　�中学生以下の子どもを

養育する親がいる世帯

14広報 　2024.５月号



緑の募金にご協力をお願いします
春のみどりの月間（４月１日～５月31日）

　本年度も４月１日から５月31日までの「春のみどりの月間」に、公益社団法人岡山県緑化推
進協会による緑の募金活動が行われます。
　森林をはじめとする緑の資源は、水源のかん養、大気の浄化、土砂災害の防止など、生活環
境の保全に大きな役割を果たしており、私たちの健康で快適な暮らしになくてはならない資源
です。この募金は、国内の森林整備、被災地域の復興などに活用され、吉備中央町内において
も地域の緑化活動に役立てられます。この活動の趣旨にご賛同いただき、多数の方のご協力を
よろしくお願いします。
　なお、募金の取りまとめにつきましては、自治会（会長・区長・班長）へお願いしています。

お問い合わせ先 　�農林課　林業振興班　　　　　　　☎0866－54－1318 
公益社団法人岡山県緑化推進協会　☎086－221－9511

吉備中央町スポーツ・文化活動激励金について
　吉備中央町のスポーツ・文化の普及および振興を図るため、スポーツまたは文化活動の全国大会等に
出場する方に対し、激励金を交付します。※事前申請が必要です。

交付対象者
•町内に住所を有する方
•�以下の交付対象大会に出場する方および⑶の大会の選手団名簿に登録のある監督等

交付対象
大会

県予選会、中国大会等の地区予選会または国内予選会を経て出場が決定する、次のい
ずれかに該当する大会
⑴�国、地方公共団体および公益財団法人日本スポーツ協会もしくは同協会へ加盟して
いる団体の主催、共催または後援する全国規模以上の大会

⑵�財団法人全国高等学校体育連盟または財団法人日本中学校体育連盟の主催、共催ま
たは後援する大会

⑶国民体育大会および全国障害者スポーツ大会

提出書類

•�吉備中央町スポーツ・文化活動激励金交付申請書
•�予選会等の大会要項および結果
•�交付対象大会の大会要項
•�交付対象大会への出場決定の確認ができる書類
※交付申請は、全国大会の開催日より前に提出していただく必要があります。

激励金の額
•�個人　10,000円
•��団体　１人につき10,000円（上限100,000円）
※同一年度に１人１回を限度とする。

　※�激励金の内容（申請・交付等）の詳細については、町公式ホームページをご覧いただくか、教育委員会事務
局までお問い合わせください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

申請書等は
こちら▼
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役場からのお知らせ

吉備中央町で特区民泊事業の申請受付が始まりました
　この度、吉備中央町内において、新たに「特区民泊（＊１）」による宿泊事業の申請が可能となりました。
　これは、国家戦略特区（＊２）により、一定の条件を満たし町の認定を受けることで、旅館営業法の適
用を除外する特例により、住宅等での宿泊事業を可能とする宿泊事業制度のことです。
　町は、中山間地域であり、短期滞在型の観光（「恵まれた環境による心の癒しの提供」や「安全・安心な
町への移住体験」など）を実施する上で、宿泊施設が多いとはいえない状況です。そこで、観光客を受け
入れできる宿泊施設の整備が必要であることから、この度、特区民泊制度を活用した宿泊施設の整備促進
を図り、関係人口の増加を目指します。

＊１　正式名称は「国家戦略特別区域外国人滞在施設経営事業」
＊２　�国家戦略特区とは、産業の国際協力の強化および国際的な経済活動の拠点の形成を目的とする国の施策

であり、本町は、令和４年４月に区域の指定を受けています。

現　状 宿泊日数が１か月間未満の場合、旅館業法が適用される。
＊旅館の施設用途がホテル・旅館となり、旅館業法に基づいた施設設備が必要

⬇

特　例 町長の認定を受けた場合、旅館業法の適用が除外される。
＊施設の用途は住宅となるため、施設整備が比較的容易になる。

注意：�本制度名は、「国家戦略特別区域外国人滞在施設経営事業」ですが、
利用者を外国人のみに限るものではありません。外国人・日本人
ともに利用可能です。

＊�特区民泊を始めるための条件や申請方法等の詳細については、以下ま
でお問い合わせいただくか、町公式ホームページをご覧ください。

お問い合わせ先 　特区民泊について　協働推進課　商工観光班　☎0866－54－1301
　国家戦略特区について　企画課　デジタル事業推進室　☎0866－54－1314

軽自動車税（種別割）の納付について
　軽自動車税（種別割）は、４月１日現在の原動機付自転車・小型特殊自動車・二輪の軽自動車・軽三輪・軽四輪・二輪
の小型自動車の所有者(使用者)に課税される税金です。５月中頃に納税通知書を送付しますので、納期限（令和６年５月
31日（金））までに納付をお願いします。口座振替により納付される方は、納期限前日までに振替口座の預金残高の確認
をお願いします。
　なお、４月２日以降に廃車をしても、軽自動車税（種別割）は１年分課税され、還付はありませんので、ご了承くださ
い。廃車などの手続き窓口は、下表のとおりです。

車　　種 手　続　き　先

軽自動車（軽三輪・軽四輪） 軽自動車検査協会　岡山事務所（岡山市北区久米177番地3）
☎050-3816-3084（コールセンター）

軽二輪（125cc超250cc以下） 中国運輸局　岡山運輸支局（岡山市北区富吉5301番地5）
☎050-5540-2072（ヘルプデスク）二輪の小型自動車（250cc超）

原動機付自転車・小型特殊自動車 住民課、加茂川総合事務所、各支所・出張所
※�今年度、身体障害者手帳等をお持ちの方で、軽自動車税（種別割）の減免を受けられる場合は、納税通知書が到着後、
令和６年５月24日（金）までに、税務課、加茂川総合事務所、各支所・出張所で申請が必要です。

お問い合わせ先 　税務課　課税班　☎0866－54－1315

詳細はこちら▼

16広報 　2024.５月号



青 少 年 相 談 員 に つ い て
　青少年相談員は、地域における青少年や保護者の相談窓口となり、専門機関の紹介等を行うとともに、青少年や保護者の
相談に直接応じます。一人で悩まないで、気楽にご相談ください。

◎どういう相談に応じてもらえるの？
　�　非行やいじめ、不登校などの相談
や、 学校・友人関係の悩みなど、幅 
広い相談に応じます。電話相談にも
面接相談にも応じますので、お気軽
にご相談ください。相談内容につい
ては、秘密厳守します。

◎「わかば賞」ってどんな賞？
　�　「わかば賞」は、平素見落とされが
ちな青少年の身近な善行を広く地域
住民の方が認めたたえ合う、地域の
賞です。青少年の模範となる行為に
ついて、ぜひ、お近くの青少年相談
員へお申し出ください。

小学校区 相談員氏名

津 賀 小 学 校 日
ひ な
名　由

ゆ か
香

円 城 小 学 校 黒
くろだ
田　員

かずよね
米

御 北 小 学 校 大
おおきた
北麻

ま み こ
美子

　※�相談員へ電話相談を希望される方は、まず教育委員会事務局までご連絡ください。担当者から各学区の相談員に連絡
します。学区外の相談員にもご相談いただけます。

　※なお、中学生は町内１校であるため、上記相談員どなたにでも相談できます。お気軽にご相談ください。

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191

小学校区 相談員氏名

下竹荘小学校 難
なん ば
波　治

はるみ
実

吉 川 小 学 校   河
かわうち
内留

る み こ
美子

大 和 小 学 校   堀
ほり い
井　正

まさき
起

◎私たち青少年相談員に相談してください！� （敬称略）

小学校区 相談員氏名

吉備高原小学校 山
やまさき
﨑　裕

ひろこ
子

上竹荘小学校 梶
かじはら
原　朋

ともじ
司

豊 野 小 学 校 石
いしだ
田　誠

せいじ
司

「今月の手話」
「はじめまして」：①～③を続けてスムーズに表すと「はじめまして」の手話になります。

吉備中央町手話言語条例を制定しました
　手話とは、手指や体の動き、表情を使うことで意思を伝える「目で見る言葉」です。
　手話は、ろう者（手話を使い日常生活や社会生活を営む方）が物事を考え、意思疎通
を図り、お互いの気持ちを理解し合うために大切な言語であるという認識に基づき、手
話に対する理解を広げ、手話を使用しやすい環境づくりを行い、すべての人がお互いを
尊重し共に支え合い、共に輝くことのできる共生社会を実現するため、吉備中央町手話言語条例を制定しました。
　町では、この条例に基づき、手話への理解や普及についての取り組みを進めていきます。

お問い合わせ先 　福祉課　障害福祉班　☎0866－54－1317

①＋②「はじめて」という意味の手話

①�左手はまっすぐ。右手は人差し指を
伸ばし、その指は徐々にすぼめる。

②�すぼめながら上に持っ
ていく。

③�人差し指を立てた両手を
向かい合わせ、近づける。

「会う」という意味の手話

➡︎ →︎ ➡︎

毎月手話を掲載します。
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議　会
事務局

局　　長� 早　川　順　治
主　　幹� 平　澤　　　瞳

会　計
管理室

室　　長（会計管理者）� 大　森　初　恵
室長補佐（会計班長兼物品管理班長）
� 大　藪　京　子
主　　査（定年延長）� 亀　山　勝　則
主 事 補� 森　下　有　里

総
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 山　本　敦　志
課長補佐（行政班長）� 難　波　　　勇
課長補佐（財政班長）� 堀　　　恵　子
主　　査� 西　山　那歌子
主　　査� 小　林　竜　市
主　　査� 山　本　裕　弘
主　　事� 秋　山　紫　織
主　　事� 戸　川　由　唯
主　　事� 髙　橋　宏　明
主　　事� 平　松　真由子
主　　事� 菅　野　知　久
主　　事� 仁　澤　日　菜
主 事 補� 石　井　宝　準
� （江本　有佳）

税
　
　
　
務
　
　
　
課

課　　長� 石　伊　利　光
課長補佐（収税班長）� 大　倉　弘　規
主　　幹（課税班長）� 永　安　裕　美
主　　査� 岩　﨑　啓　子
主　　査� 松　山　　　慎
主　　任（暫定再任用）� 奥　野　充　之
主　　事� 芦　田　　　覚
主　　事� 安　井　理　香
主 事 補� 三　村　光　聖

企
　
　
　
画
　
　
　
課

課　　長
（兼デジタル事業推進室長兼吉備高原都市事務所長）
� 大　樫　隆　志
課長補佐（総合政策班長）� 難　波　勝　也
主　　幹（公聴広報班長兼情報政策班長）
� 石　井　克　延
主　　査� 安　延　直　樹
主　　事� 齋　藤　加　奈
主　　事� 中　山　宗　也
主　　事� 菅　野　慶　彦
主　　事� 萱　野　万　里
主　　事� 仁　熊　将　希
主 事 補� 黒　川　聖　仁

企
　
　
　
画
　
　
　
課

◎デジタル事業推進室
（室　　長� 大　樫　隆　志）
室長補佐（デジタル事業推進監）
� 笠　石　洋　平
（室長補佐� 難　波　勝　也）
（主　　幹� 石　井　克　延）
（主　　査� 安　延　直　樹）
（主　　事� 齋　藤　加　奈） 
（主　　事� 中　山　宗　也）
（主　　事� 菅　野　慶　彦）
（主　　事� 萱　野　万　里）
（主　　事� 仁　熊　将　希）
（主 事 補� 黒　川　聖　仁）

吉備高
原都市
事務所

（所　　長� 大　樫　隆　志）
所長補佐（都市づくり班長兼吉川支所長）
� 大　木　信　幸
（主　　事� 仁　枝　愛　美）

協
働
推
進
課

課　　長� 中　山　　　仁
課長補佐（地域振興班長兼商工観光班長）�  
� 石　坂　晃　則
主　　査（定年延長）� 根　本　喜代香
主　　事� 東　　　和　貴
主　　事� 久　志　百合香
主　　事� 梶　原　裕　太
主　　事� 古　谷　泰　士
主　　事� 大　月　崇　行
主 事 補� 信　川　香　織
主 事 補（新採用）� 土　肥　桃　子
� （西山　紗希）

住
　
　
　
民
　
　
　
課

課　　長（兼大和支所長）� 宮　田　慎　治
参　　事（戸籍住民班長）� 難　波　陽　子
課長補佐（生活環境班長）� 内　藤　　　実
主　　査� 穐　山　真由美
主　　任（暫定再任用）� 石　田　三　男
主 事 補� 江　尻　明祐里
主 事 補� 花　谷　和　希
主 事 補（新採用）� 三　宅　真　央
� （樋口実奈美）

大和
支所

（支所長� 宮　田　慎　治）
主　　任（暫定再任用）� 福　田　要　子

吉川
支所

（支所長� 大　木　信　幸）
主　　任（暫定再任用）� 冨士本　里　美
主　　事� 仁　枝　愛　美

吉備中央町職員配置表（令和６年４月１日）

町　長 山　本　雅　則 副町長 岡　田　　　清 教育長 石　井　孝　典
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建
　
　
　
設
　
　
　
課

課　　長� 大　月　　　豊
課長補佐（用地班長）� 淺　田　康　正
課長補佐（農林土木班長）� 飯　田　星　治
課長補佐（建設班長）� 土　居　正　吾
主　　幹（技術検査班長）� 片　山　裕　紀
主　　任（暫定再任用）� 岡　本　一　志
主　　任（暫定再任用） � 小　谷　条　治
主　　任（暫定再任用）� 髙　見　知　之
主　　事� 穐　山　大　輔
主　　事� 伊　達　隆　文
主　　事� 能　勢　寛　紀
主 事 補� 石　井　颯　馬
主 事 補（新採用）� 渡　辺　尚　平
運 転 員� 新　田　　　眞

加茂川
総合
事務所

所　　長（兼井原出張所長兼総合福祉セン
ター所長並びに総務住民福祉班長事務取扱
兼農林建設班長事務取扱）� 岡　﨑　直　樹
主　　任（暫定再任用）� 坂　元　朋　美
主 事 補� 櫻　本　樹梨菜
主 事 補（新採用）� 山　口　舜　英

井　原
出張所 （所　長� 岡　﨑　直　樹）

総合福祉
センター （所　長� 岡　﨑　直　樹）

定
住
促
進
課

課　　長� 荒　谷　哲　也
課長補佐（定住促進班長）� 戸　田　健　治
主　　査� 平　松　愛　実
主　　任（暫定再任用） � 岸　本　久　夫
主　　事� 友　野　順　平
� （吉延　夏実）

水
　
　
道
　
　
課

課　　長� 楢　嵜　秀　徳
課長補佐（下水道班長）� 大　木　善　量
主　　幹（上水道班長）� 上　森　章　由
主　　幹� 山　本　裕　紀
主　　査（定年延長）� 歳　原　雅　則
主　　査� 孝　本　克　人
主　　任（暫定再任用）� 石　田　卓　己
主 事 補� 合　田　雅　実
主 事 補� 國　只　義　大
主 事 補（新採用）� 峰　重　拓　麻

教
育
委
員
会
事
務
局

局　　長（兼学校等再編整備事務局長）
� 大　月　道　広
参　　事� 渡　邉　慎太郎
局長補佐（教育総務班長）� 山　本　昌　幸
主　　幹（生涯学習班長）� 津　島　明　範
社会教育主事（主幹）� 山　本　恵　子
主　　査� 池　上　友　弥
主　　任（暫定再任用）� 山　本　春　美
主　　任（暫定再任用）� 石　井　純　子
主　　事� 石　田　真紀子
主　　事� 宮　地　宏　人
主　　事� 森　川　千　春
主　　事� 江　口　智　敦
主 事 補� 山　元　翔　太
図書館司書（新採用）� 松　原　文　音

福
　
　
　
祉
　
　
　
課

課　　長� 古　林　直　樹
課長補佐（障害福祉班長）� 大　隅　さおり
課長補佐（社会福祉班長）� 伊　達　道　子
課長補佐（介護支援班長）� 清　本　敦　史
主　　事� 河　内　直　子
主　　事� 太　田　敦　子
主　　事� 豊　島　晃　紀
主 事 補� 井　上　千　晶
主 事 補（新採用）� 宮　島　浩　輔
派　　遣� 福　島　美千代
（地域包括支援センター）
所　　長（派遣）� 宮　本　朱　美
課長補佐（所長補佐）� 西　﨑　順　子
主　　幹� 宮　井　久美子
保 健 師� 福　田　しおり
派　　遣� 土　井　純　子
派　　遣� 重　友　明　美
派　　遣� 月　田　千　絢

保
　
　
　
健
　
　
　
課

課　　長� 塚　田　恵　子
課長補佐（医療保険班長）� 堀　　　伸　博
課長補佐（地域保健班長）� 石　坂　真由美
課長補佐（母子保健班長兼こども家庭セン
ター長）� 髙　島　雪　絵
主　　幹� 難　波　美　紀
主　　査� 三　波　由　希
主　　事� 河　内　哲　人
主　　事� 吉　井　健　人
主　　事� 小　幡　充　拓
主　　事� 大　木　かろん
主 事 補� 嶋　田　健　太
保 健 師� 中　倉　　　萌
保 健 師� 小　虎　泰　之
保 健 師� 中　山　早　希
保 健 師� 竹　中　明日美
保 健 師� 戸　田　天　真
栄 養 士� 安　延　昌　代
栄 養 士� 東海林　典　子

子
育
て
推
進
課

課　　長� 片　山　和　子
課長補佐（子育て推進班長）�石　伊　陽　子
主　　事� 吉　本　健　人
主 事 補� 丸　山　由　真
主 事 補� 小　林　優　太
栄 養 士� 芦　田　陽　子

農
　
　
　
林
　
　
　
課

課　　長� 三　高　昌　之
課長補佐（農業振興班長）� 西　﨑　　　肇
主　　幹（林業振興班長）� 小　倉　慶　一
主　　査（定年延長）� 山　口　文　亮
主　　査� 難　波　亮　太
主　　事� 小　寺　涼　太
主　　事� 竹　中　優太郎
主　　事� 田　中　友　貴
主 事 補� 宮　下　竜　静
主 事 補� 石　原　璃　久
主 事 補（新採用）� 疋　田　圭　亮
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役場からのお知らせ

吉備高原
小学校

校　務　員（定年延長）� 酒　井　由美子
給食調理員� 小　林　久美恵
給食調理員� 谷　　　純　一
給食調理員（暫定再任用）� 大　月　教　子

津　賀
小学校

給食調理員� 杉　本　麻　里
� （小倉小百合）

円　城
小学校 給食調理員� 上　村　美津子

御　北
小学校 給食調理員� 梶　原　茂　美

下竹荘
小学校 校務員（暫定再任用）� 山　下　久　子

加　賀
中学校 校　務　員（定年延長）� 難　波　勝　代

竹　荘
調理場

給食調理員（定年延長）� 坂　口　恵　子
給食調理員� 石　井　祐　子

吉　川
調理場

給食調理員� 冨士本　はるか
給食調理員（暫定再任用）� 石　井　京　子

出　向
（派遣）

内閣府地方創生推進事務局派遣（企画課付）
主　　事� 佐々木　　　諒

円
城
こ
ど
も
園

園　　　長� 易　　　慎太郎
主任保育教諭� 松　田　真　二
保 育 教 諭� 藤　井　奈　緒
保 育 教 諭� 久　文　香　奈
保 育 教 諭� 元　信　香央李
保 育 教 諭� 片　山　聡　己
給食調理員� 大　森　直　美

豊
野
こ
ど
も
園

園　　長� 石　田　広　子
主任保育教諭� 伊　賀　麻美子
主任保育教諭� 難　波　朋　子
保 育 教 諭（定年延長）� 杉　山　孝　子
保 育 教 諭（暫定再任用）� 森　本　貴　子
保 育 教 諭� 難　波　裕　子
保 育 教 諭� 秋　山　優　斗
給食調理員� 横　田　智　子
給食調理員（新採用）� 山　本　結　衣

大
和
こ
ど
も
園

園　　　長� 新　山　亜希子
主任保育教諭� 松　田　智　子
保 育 教 諭（暫定再任用） � 田　原　幸　子
保 育 教 諭� 文　谷　あゆみ
保 育 教 諭� 江　草　貴　文
保 育 教 諭� 石　井　沙　季
給食調理員� 髙　森　智　弘

吉
備
高
原
こ
ど
も
園

園　　　長� 田　中　孝　平
主任保育教諭� 能　勢　孝　志
主任保育教諭� 大　島　加　奈
保 育 教 諭（暫定再任用）� 土　井　勝　代
保 育 教 諭� 松　浦　紀　子
保 育 教 諭� 松　井　有　香
保 育 教 諭� 五　嶋　千　尋
保 育 教 諭� 重　森　好　美
保 育 教 諭� 風　早　恵美佳
保 育 教 諭� 竹　本　彼　方
保 育 教 諭� 福　元　　　菫
保 育 教 諭� 松　久　桃　華
保 育 教 諭（新採用）� 氏　房　彩　乃
給食調理員� 山　﨑　佳　奈
給食調理員� 甲　元　かおり
給食調理員（新採用）� 江　本　真　央
� （横田　珠巳）
� （岡本　菜月）

【教育長の再任】
　吉備中央町３月議会定例会において、議会の同意を受け、教育委員会教育長に石井孝典氏が再任されました。
　任期は、令和６年４月１日から令和９年３月31日までです。

退　職　者
� 令和６年３月31日付　※（　　）は旧所属名

片　岡　昭　彦（総務課長）
古　好　広　徳（住民課長）
犬　飼　博　昭（福祉課主査）
松　田　良　子（保健課保健師）
井　上　ひかり（御北幼稚園幼稚園教諭）
藤　澤　怜　樹（吉備高原こども園給食調理員）
大　月　和　樹（教育委員会事務局主事）
寺　川　和　亜（農林課主事補）
大　月　好　恵（井原出張所主任（暫定再任用））
宮　井　智　子
� （吉備高原こども園保育教諭（暫定再任用））
髙　森　　　学（水道課主任（暫定再任用））
森　下　多恵子（上竹荘小学校校務員（暫定再任用））
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�

※
退
職
者
は
３
月
31
日
付

● 

津
賀
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
三
宅　
千
恵
（
胸　
上　
小
）

講　
　
師　
長
江
康
太
郎
（
新
見
南
小
）

養
護
助
教
諭　
好
本　
絵
美
（
退　
　
　
職
）

▽
転
入

講　
　
師　
田
淵　
　
光
（
新　
　
　
規
）

講　
　
師　
小
山　
美
咲
（
西　
方　
小
）

養
護
助
教
諭　
安
部　
優
子
（
仁　
美　
小
）

● 

円
城
小
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
山
本　
展
之
（
山　
陽　
小
）

教　
　
諭　
高
木　
拓
也
（
大　
江　
小
）

栄
養
教
諭　
岩
井
明
日
美

�

（
岡
山
市
栄
養
教
諭
）

▽
転
入

教　
　
頭　
市
川　
麻
弥
（
浮　
田　
小
）

講　
　
師　
片
上
奈
緒
美
（
阿　
曽　
小
）

講　
　
師　
川
原　
武
流
（
新　
　
　
規
）

学
校
栄
養
職
員　
久
世　
悠
葵
（
新　
　
　
規
）

● 

御
北
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
越
中　
勇
貴
（
出　
部　
小
）

事
務
主
事　
谷　
　
知
拓
（
柳
井
原
小
）

講　
　
師　
橋
本
紗
裕
理
（
早　
島　
小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
土
井　
翔
太
（
荘　
内　
小
）

講　
　
師　
岡
本　
美
理
（
新　
　
　
規
）

講　
　
師　
大
澤　
佑
真
（
二　
万　
小
）

臨
時
的
事
務
職
員　
鈴
木
た
か
よ
（
新　
　
　
規
）

● 
上
竹
荘
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
高
本　
武
志
（
西
鶴
山
小
）

養
護
教
諭　
中
島　
有
香
（
神　
在　
小
）

講　
　
師　
内
川　
利
枝
（
上
竹
荘
小
）

▽
転
入

教　
　
諭　
田
中　
直
道

�

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

講　
　
師　
小
川　
圭
二
（
薗　
　
　
小
）

養
護
助
教
諭　
今
村　
茉
由
（
本　
庄　
小
）

非
常
勤
講
師　
内
川　
利
枝
（
上
竹
荘
小
）

● 

豊
野
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
佐
々
木
仁
美
（
新　
本　
小
）

事
務
主
事　
青
井　
絢
美
（
郷　
内　
中
）

教　
　
諭　
本
行　
宏
成
（
組
合
専
従
）

非
常
勤
講
師　
内
藤　
康
則
（
豊　
野　
小
）

非
常
勤
講
師　
大
西　
信
吉
（
退　
　
　
職
）

▽
転
入

教　
　
諭　
吉
井　
隆
幸
（
緑　
丘　
小
）

事
務
主
事　
太
田
貴
美
子
（
富　
家　
小
）

講　
　
師　
伊
禮　
章
人
（
早　
島　
小
）

講　
　
師　
内
藤　
康
則
（
豊　
野　
小
）

● 

下
竹
荘
小
学
校

▽
転
入

講　
　
師　
川
相　
陽
介
（
思　
誠　
小
）

● 

吉
川
小
学
校

▼
転
出

栄
養
教
諭　
小
河
奈
緒
子
（
総　
社　
中
）

講　
　
師　
板
野　
圭
佑
（
西　
方　
小
）

▽
転
入

栄
養
教
諭　
光
畑　
和
美
（
総　
社　
中
）

講　
　
師　
石
川　
敬
人
（
新　
　
　
規
）

● 

大
和
小
学
校

▼
転
出

教　
　
諭　
佐
藤
由
美
子
（
高　
梁　
小
）

教　
　
諭　
池
田　
祐
加

�

（
岡
大
教
職
大
学
院
）

▽
転
入

講　
　
師　
平
野　
　
燈
（
新　
　
　
規
）

● 

吉
備
高
原
小
学
校

▼
転
出

主
幹
教
諭　
河
田
か
お
り
（
仁
美
小
教
頭
）

教　
　
諭　
幸
田　
直
也
（
吉
備
高
原
小
）

教　
　
諭　
杉
原　
　
祥
（
退　
　
　
職
）

養
護
助
教
諭　
伏
見　
茉
愛
（
大　
高　
小
）

▽
転
入

指
導
教
諭　
幸
田　
直
也
（
吉
備
高
原
小
）

教　
　
諭　
西
田　
友
香

�

（
県
立
・
誕
生
寺
支
援
）

講　
　
師　
川
上　
　
翼
（
岡　
田　
小
）

養
護
助
教
諭　
松
山
明
友
佳
（
佐　
伯　
中
）

● 

加
賀
中
学
校

▼
転
出

教　
　
頭　
西　
　
博
美
（
哲　
多　
中
）

教　
　
諭　
野
波　
華
代
（
退　
　
　
職
）

教　
　
諭　
岡
村　
息
吹

�

（
南
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣
）

講　
　
師　
北
山　
勝
悟
（
総
社
東
中
）

講　
　
師　
岡　
　
泰
生
（
東
京
都
教
諭
）

非
常
勤
講
師　
三
上　
　
斉
（
加
賀
中
学
校
）

非
常
勤
講
師　
菅
野　
孝
江
（
退　
　
　
職
）

非
常
勤
講
師　
落
合　
俊
昭
（
和　
気　
中
）

▽
転
入

教　
　
頭　
中
村　
知
彦
（
有　
漢　
中
）

教　
　
諭　
中
村　
千
夏
（
新　
採　
用
）

教　
　
諭　
池
田　
優
太
（
新　
採　
用
）

講　
　
師　
上
田　
弥
和
（
真　
備　
中
）

講　
　
師　
宮
上　
龍
青
（
新　
　
　
規
）

講　
　
師　
三
上　
　
斉
（
加
賀
中
学
校
）

人  
事  

異  

動

学
校
教
職
員

�
令
和
6
年
４
月
１
日
付
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役場からのお知らせ

町立小学校・園統合準備委員会を開催
新小学校スクールバス運行路

　第６回町立小学校・園統合準備委員会・同推進委員会が開催され、新小
学校のスクールバス運行路が次のとおり決定されました。その他、各専門
部会の進捗状況や取組内容を慎重に審議し、すべて承認されましたので、
お知らせします。

新小学校スクールバス運行路

　令和７年度に開校する新小学校のスクールバス運行路の概要は、次のと
おりです。停留所および時刻表は、児童の安全性や諸条件を勘案しながら
検討中です。町公式ホームページに路線図を掲載しています。

学校名 発着地点 主な経由地・特記事項等

加賀東小学校

お祭り会館前 大谷団地、梅原団地

和田公会堂付近
福本自動車、三納谷
※下土井郵便局は経由できません。

新山ほほえみセンター付近 御北小学校、小森トンネル

御所地内 菅谷、奥吉備街道

パナソニック吉備バス停 津賀小学校、加茂川総合事務所

加賀西小学校

上竹荘公民館 県道31号線

下竹荘公民館 田土ライスセンター

登校：妙仙寺
下校：室納地内

登校便は、納地便を利用します。
下校便は、下竹荘公民館を経由し
ます。

加賀南小学校
賀陽インターバス停 大和小学校、妙本寺、吉川公民館

大和郵便局 東村公会堂、西刈尾、河内田

　※令和７年度開校時点での運行路・発着地点です。

その他
　•学校教育目標が決定しました。
　•各学校の始業時間が午前８時15分に決定しました。
　•校歌の制作や校舎・園舎の改修工事等の進捗状況が報告されました。

第６回

スクールバス路線図
▼

学校教育目標は
こちら
▼
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ジ
ュ
ニ
ア
の
部

　「
三 

光
」

	

人　
山
の
中
四
季
を
感
じ
る
僕
の
家�

黒
太　
隆
史

	

地　
家
い
え
の
明
か
り
の
下
に
笑
顔
あ
れ�

酒
井　
詠
麻

	

天　
故
郷
の
心
安
ら
ぐ
我
が
住
ま
い�

宮
本　
太
陽

一
般
の
部

　「
佳 

吟
」

	

　
　
大
家
族
鍋
を
囲
み
し
三
世
代�

楢
嵜　
照
子

	

　
　
実
家
行
き
祖
父
母
の
笑
顔
思
い
出
す�

大
月　
厚
子

	

　
　
古
家
も
わ
が
家
の
お
城
共
に
生
き�

赤
木　
長
子

	

　
　
ロ
ー
ン
完
済
ピ
シ
ッ
と
家
が
軋
み
だ
す�

藤
澤　
照
代

	

　
　
鳴
く
引
き
戸
き
し
む
廊
下
も
愛
お
し
い�

沼
本　
典
子

　「
三 

光
」

	

人　
吾
子
た
ち
の
ま
ま
ご
と
家
族
仄
々
と�

柴
田　
初
枝

	

地　
住
み
な
れ
た
我
が
家
が
一
番
日
向
ぼ
こ�

難
波　
芳
子

	

天　
家
起
こ
し
艱
難
辛
苦
泣
き
笑
い�

井
上　
　
勇

ウ
グ
イ
ス
の
さ
え
ず
り
ひ
び
く
こ
の
春
に
希
望
を
い
だ
き
開
く
人
生�

森
岡
正
義
（
中
二
）

公
園
で
ス
マ
ホ
に
夢
中
の
親
子
連
れ
鳥
の
さ
え
ず
り
消
え
ゆ
く
青
空�

森
岡　
能
佳

水
汲
み
を
す
ま
せ
て
遊
び
し
幼
日
を
思
い
お
こ
し
て
友
を
見
送
る�

国
只
由
紀
子

早
咲
き
の
花
も
墓
石
も
ひ
と
色
に
染
め
て
降
り
し
く
彼
岸
の
し
ら
雪�

中
山　
文
恵

十
ば
か
り
若
い
と
思
ふ
こ
の
人
も
起
ち
居
の
ご
と
に
「
よ
い
し
よ
」
の
か
け
声

�

難
波　
良
子

昨
日
晴
れ
今
日
は
小
雪
と
気
ま
ぐ
れ
な
弥
生
の
空
に
薄
日
差
し
初
む�

河
内　
晶
子

お
も
む
ろ
に
廻
り
舞
台
の
移
る
ご
と
子
等ら

の
昔
を
な
つ
か
し
み
お
り�

小
神　
桂
子

＊５月の課題は「伸びる」、６月の課題は「雨」です。
　投句の方法…はがきに２句以内、住所・氏名（本名）を書いて
　下加茂1106－9　津賀公民館放送川柳係までお送りください。
　投句締め切り日…毎月15日必着

＊�町内皆さまのご参加をお待ちしてい
ます。

　�毎月第３木曜日に円城公民館（総合
福祉センター）へ５首までを持参。
合評・互選などをしています。

あ
ら
く
さ
短
歌
会�

（
円
城
公
民
館
）

放
送
川
柳
　
令
和
６
年
３
月
秀
句　
題
「
家
」�

（
津
賀
公
民
館
）

５月の公民館主催行事をお知らせします。
※詳しくは各公民館へお問い合わせください。公民館コーナー

開催期日 公民館 行　事　名 時間・会場・内容等

５月７日㈫ 吉備高原 種団子でお花いっぱい大作戦 午前10時～　吉備高原公民館前

５月８日㈬ 吉　川 スマホ教室 午後１時30分～　基本　要申込

５月15日㈬ 円　城 スマホの疑問解決！講座 午前10時～
受講料300円　テキスト代実費　要申込

５月18日㈯ 吉　川 吉川地区大運動会 午前９時～　吉川小学校グラウンド

５月20日㈪ 吉備高原 スマホって？ 午後１時30分～　カメラを使いこなそう！　無料

５月21日㈫ 御　北 生活に役立つスマホ講座 午後１時30分～　マップ　要申込 

５月25日㈯ 津　賀 津賀地区運動会 正午～　津賀小学校運動場（雨天順延）

５月25日㈯ 御　北 閉校記念運動会 午前８時55分～　御北小学校運動場（雨天順延）

５月29日㈬ 津　賀 ハンドメイド教室：アロマカッ
プワックス 午後１時30分～　材料代実費　要申込

津賀公民館　☎0867－34－1807　　円城公民館　☎0867－34－1557　　御北公民館　☎0867－35－0550
上竹荘公民館　☎0866－54－1784　　納地公民館　☎0866－54－0971　　豊野公民館　☎0866－54－0194
下竹荘公民館　☎0866－54－0970　　吉川公民館　☎0866－56－7020　　大和公民館　☎0866－55－5974
吉備高原公民館　☎0866－56－7330
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「
よ
し
、
出
来
た
。」

　

鍋
の
中
で
グ
ツ
グ
ツ
と
音
を
た
て
る
カ

レ
ー
。
最
近
こ
う
し
て
料
理
を
作
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
き
た
。
一
昨
日
は
焼
き
そ
ば
、
そ
の

前
は
夏
野
菜
を
使
っ
た
野
菜
炒
め
、
半
年
前
ま

で
火
の
扱
い
が
ま
ま
な
ら
な
か
っ
た
時
か
ら
い

う
と
随
分
上
達
し
て
い
る
。「
に
い
に
～
晩
ご
飯

で
き
た
？
」
と
声
を
揃
え
て
言
う
弟
達
。「
う

ん
、
完
璧
だ
わ
」
そ
う
言
っ
て
僕
は
料
理
の
後

片
付
け
に
入
る
。「
僕
達
で
お
風
呂
掃
除
と
洗
濯

物
畳
ん
で
お
い
た
か
ら
」
と
言
う
と
僕
の
あ
り

が
と
う
と
い
う
言
葉
を
置
き
去
り
に
し
て
外
へ

遊
び
に
行
っ
て
し
ま
っ
た
。
い
つ
も
は
よ
く
喧

嘩
ば
か
り
し
て
い
て
憂
う
つ
な
気
持
ち
に
な
る

が
こ
う
い
う
時
は
頼
り
に
な
る
。
半
年
前
ま
で

は
家
事
な
ん
て
め
ん
ど
く
さ
が
っ
て
誰
一
人
し

よ
う
と
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
今
で
は
僕
と
弟
達

で
家
事
を
ほ
と
ん
ど
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
そ
ん
な
事
に
な
っ
た
の
に
は
理
由
が
あ
る
。

そ
れ
は
親
の
仕
事
が
忙
し
く
な
っ
た
か
ら
だ
。

父
は
消
防
士
を
し
て
い
て
半
年
前
か
ら
消
防
学

校
で
教
官
を
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
遠
い
と
こ

ろ
へ
の
出
勤
な
の
で
必
然
的
に
家
に
い
る
時
間

が
減
っ
た
。
母
は
病
院
で
介
護
士
を
し
て
い
て

朝
か
ら
晩
ま
で
患
者
さ
ん
を
お
風
呂
に
入
れ
て

あ
げ
た
り
、
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て
い
る
ら
し
く

毎
日
ヘ
ト
ヘ
ト
に
な
っ
て
帰
っ
て
く
る
。
父
も

仕
事
で
い
な
い
中
、
母
は
僕
達
の
た
め
に
家
の

家
事
を
し
て
い
る
姿
を
見
て
ど
こ
か
申
し
訳
無

さ
を
感
じ
た
。
弟
達
も
そ
う
感
じ
た
ら
し
く
僕

達
は
母
の
力
に
な
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
か
考
え
た
結
果
、
家
の
家
事
を
分
担
し
て
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
母
と
父
か
ら
は
助
か
る
と

言
わ
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
そ
の
お
か
げ
も
あ
り

僕
は
料
理
す
る
こ
と
を
頑
張
る
こ
と
が
出
来
て

い
る
。
そ
し
て
作
っ
た
料
理
を
美
味
し
い
と
食

べ
て
く
れ
る
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
く
、
作
る

こ
と
が
少
し
ず
つ
楽
し
く
な
り
原
動
力
に
も

な
っ
て
い
た
。
僕
は
そ
の
日
か
ら
料
理
に
興
味

を
持
ち
、
食
に
つ
い
て
色
々
調
べ
て
い
く
う
ち

に
日
本
の
行
事
食
や
郷
土
料
理
、
世
界
の
食
文

化
、
何
百
何
千
と
超
え
る
ス
パ
イ
ス
や
ハ
ー
ブ

な
ど
多
く
の
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
僕

の
母
と
父
は
料
理
を
す
る
の
が
好
き
で
和
食
や

中
華
料
理
だ
け
で
な
く
、
世
界
の
珍
し
い
ス

イ
ー
ツ
や
西
洋
の
料
理
も
よ
く
作
っ
て
い
た
。

魚
介
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
ス
ペ
イ
ン
発
祥
の

パ
エ
リ
ア
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
粉
で
生
地
を
作
る

メ
キ
シ
コ
発
祥
の
ト
ハ
テ
ィ
ー
ヤ
な
ど
僕
が
小

さ
い
頃
か
ら
食
べ
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
の
う
ち

に
日
本
の
料
理
だ
け
で
な
く
世
界
の
様
々
な
料

理
を
二
人
み
た
い
に
作
り
た
い
と
強
い
憧
れ
を

持
っ
た
。

　
少
し
し
て
僕
は
母
に
料
理
の
先
生
と
し
て
教

え
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。フ
ラ
イ
パ
ン
で
一
度

に
野
菜
を
炒
め
る
と
き
苦
労
し
た
こ
と
や
肉
を

焼
き
す
ぎ
て
焦
が
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
な
ど
多

少
の
ハ
プ
ニ
ン
グ
は
あ
っ
た
け
ど
母
が
う
ま
く

フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
た
こ
と
を
よ
く
覚
え
て
い

る
。
他
に
も
味
見
を
す
る
こ
と
や
塩
を
振
っ
て

味
を
調
節
す
る
こ
と
な
ど
を
教
え
て
く
れ
た
。

僕
は
そ
れ
を
メ
モ
に
詳
し
く
ま
と
め
、
料
理
の

と
き
に
は
必
ず
思
い
出
す
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
「
あ
と
は
愛
情
と
続
け
る
力
か
な
」そ
れ
は
僕

と
晩
ご
飯
を
作
っ
て
い
る
と
き
に
言
っ
た
言
葉

だ
っ
た
。「
愛
情
と
続
け
る
力
…
」と
僕
は
つ
ぶ

や
く
よ
う
な
声
で
オ
ウ
ム
返
し
を
し
た
。
僕
は

料
理
を
作
る
中
で
愛
情
は
考
え
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
愛
情
は
食
べ
る
人
の
こ
と
を
思
っ
て
作
る

こ
と
だ
と
。
で
も
続
け
る
力
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

と
考
え
て
い
る
と
母
が
口
を
開
い
た
。「
愛
情
っ

て
い
う
の
は
ね
、
食
べ
る
人
の
こ
と
を
思
っ
て

作
る
こ
と
な
の
、
で
も
そ
れ
だ
け
じ
ゃ
な
く
て

食
べ
や
す
い
よ
う
に
工
夫
を
し
た
り
手
間
を
か

け
て
作
っ
た
り
、
心
を
込
め
て
作
る
こ
と
だ
と

思
う
よ
。」手
間
を
か
け
て
心
を
込
め
て
作
る
か

…
僕
は
そ
こ
ま
で
考
え
て
い
な
か
っ
た
の
で
改

め
て
考
え
る
い
い
機
会
に
な
っ
た
。「
じ
ゃ
あ
、

続
け
る
力
っ
て
？
」
僕
は
ず
っ
と
気
に
な
っ
て

い
た
言
葉
を
口
に
し
た
。

　
「
続
け
る
力
は
継
続
す
る
力
っ
て
い
う
意
味

で
ね
、
誰
も
が
始
め
か
ら
料
理
な
ん
て
上
手
く

な
い
か
ら
、
失
敗
し
て
も
何
度
も
ト
ラ
イ
し
続

け
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
。
そ
の
中
で
「
大

切
な
こ
と
」
に
気
付
く
こ
と
も
あ
る
し
」
大
切

な
こ
と
、
僕
は
そ
れ
を
聞
こ
う
と
し
た
瞬
間
言

葉
を
飲
ん
だ
。
そ
れ
は
き
っ
と
料
理
を
し
て
い

く
中
で
自
分
で
気
付
か
な
い
と
い
け
な
い
気
が

し
た
か
ら
だ
。
母
も
き
っ
と
何
年
も
料
理
を
し

て
い
く
中
で
気
づ
い
た
の
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め

に
は
ま
だ
ま
だ
経
験
を
積
ま
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
気
付
く
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
け
ど
そ
の

日
ま
で
僕
は
料
理
を
続
け
て
い
こ
う
と
思
っ

た
。「
お
ー
い
、手
が
止
ま
っ
て
る
よ
」
母
の
言

葉
で
我
に
返
っ
た
。「
あ
～
ご
め
ん
ご
め
ん
」熱

気
の
こ
も
っ
て
い
る
フ
ラ
イ
パ
ン
を
僕
は
力
強

く
振
っ
た
。

 「
僕
は
料
理
を
作
る
」

　
令
和
５
年
度　
加
賀
中
学
校
卒
業

�

　
久く

野の

村む
ら 

悠は
る

希き

さ
ん

岡
山
県  「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
令
和
５
年
度
）
今
回
は
佳
作
に
輝
き
ま
し
た
、久
野
村
悠
希
さ
ん
が
中
学
３
年
生
の

時
に
書
い
た
作
文
「
僕
は
料
理
を
作
る
」
を
紹
介
し
ま
す
。
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かもがわ図書館 ロマン高原かよう図書館

書　　名 著者・出版社 書　　名 著者・出版社

絵　
　
本

ポポのいちにち
チクタク村はおおさわぎ
君たちはどう生きるか 徳間アニメ絵本

講談社
フランチェスカ・アイエッロ／BL出版
宮﨑 駿／徳間書店

シナぷしゅでておいで～♪
おんせんぽかぽか
ガウディさんとドラゴンの街

テレビ東京／主婦の友社
パト・メナ／岩崎書店
パウ・エスカラダ／教育評論社

児
童
書

No.１感動歴史をひもとくお姫様の伝記物語
ドクターエッグ　いきもの入門
やさしいティラノサウルス

女の子の伝記物語研究会／日本文芸社
パク・ソンイ／朝日新聞出版
くすのきしげのり／あかね書房

おったまげコンテスト36　世界のへんてこ競技会
地球には46億年のふしぎがいっぱい！
空と大地と海のミステリー

となりの魔女フレンズ1

アンナ・ゴールドフィールド／鈴木出版
高橋典嗣／ナツメ社
宮下恵茉／Gakken

一
般
実
用
書

世界の民族衣装図鑑
レクリエ　2024－３・４月
スーツアクターの矜恃

文化学園服飾博物館／ラトルズ
レクリエ編集部／世界文化社
鈴木美潮／集英社インターナショナル

地球に生きるあなたの使命 新装版
定年後も安心がずっと続くお金のつくり方
話し方が上手くなる！声まで良くなる！１日１分朗読

木村秋則／ロングセラーズ
皿海信之／日本文芸社
魚住りえ／東洋経済新報社

一
般
読
み
物

こちら横浜ポートシティ不動産
彷徨う者たち
薬屋のひとりごと

右手盛賢富／日刊現代
中山七里／NHK出版
日向 夏／主婦の友社

一夜 隠蔽捜査 10
互換性の王子
剣神 神を斬る

今野 敏／新潮社
雫井脩介／文藝春秋
岩室 忍／中央公論新社

かもがわ図書館
☎0867－34－1115
ロマン高原かよう図書館
☎0866－54－1331

新着図書
案内

図
書
館
だ
よ
り 

５
月
号

出
会
い
の
扉

　将来、子どもたちが自分で考えたり選んだりしながら成長するために、今、大
人ができることは何でしょうか。乳幼児、小学生…、発達の段階に合わせたちょっ
とした応援を、本との関わりの中から考えてみましょう。
　パパ、ママ、おじいちゃん、おばあちゃん、園や学校で子どもたちと関わる先生、
読書ボランティアの方、どうぞご参加ください。

2024年５月
日 月 火 水 木 金 土

■休館日

本を仲立ちに「Enjoy!子育て」のススメ

巡回日とコース 駐車場所 利用時間

５月７、21日
（第１・３火曜日）
吉備高原・下竹荘・

大和地区

吉備高原公民館 10：20
北部住区コミュニティ 11：10

下竹荘公民館 15：00
大和公民館 15：50

５月１、15日
（第１・３水曜日）
吉川・御北地区

吉川公民館 10：30
子育て支援センター 11：20
新山ほほえみセンター 13：30

御北公民館 14：45
５月２、16日

（第１・３木曜日）
円城・納地・上竹荘

円城公民館 11：30
納地公民館 15：00
上竹荘公民館 15：45

　月の
移動図書館車
こっぷり号

55
水曜日午前の巡回に、子育て支援センター
（旧吉川保育園）を新たに加えました。
センター利用の乳幼児と保護者の皆さま、近くにお
住まいの方、“ももたろう”の音楽と放送が聞こえた
ら、どうぞお気軽に
お寄りください。

講 師 　おはなしグループ　そらきたホイ！
　　　　相

あいが
賀 美

みゆ き
幸さん　堀

ほりえ
江 潤

じゅんこ
子さん

日 時 　令和６年６月９日（日）
　　　　午後１時30分～３時

場 所 　ロマン高原かよう総合会館　女性青年活動室
★詳しくは、町公式ホームページ、チラシをご覧ください。

子育て応援
講座

要申込

令和６年５月から
巡回のルートと時間を一部変更します

＜ご確認ください＞

吉川公民館と下竹荘
公民館の巡回日が変
わっています！

読書支援に関わって30年。お
はなし会はもちろん、保護者
講演会、ボランティアや先生
方対象の研修会にも講師とし
て活躍されています。

	 	 	 	 1	 2	 3	 4

	 5	 6	 7	 8	 9	 10	 11

	12	 13	 14	 15	 16	 17	 18

	19	 20	 21	 22	 23	 24	 25

	26	 27	 28	 29	 30	 31
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年
金
相
談

　
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る
年
金

請
求
手
続
等
に
つ
い
て
、
日
本
年
金
機
構

高
梁
年
金
事
務
所
の
相
談
員
が
お
答
え
し

ま
す
。

●
日　
時

　
令
和
６
年
５
月
16
日
㈭

　
午
前
９
時
45
分
～
午
後
３
時
30
分

●
会　
場

　
加
茂
川
庁
舎
相
談
室

※�

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
５
月
15
日

㈬
正
午
ま
で
に
事
前
予
約
が
必
要
で
す

（
受
付
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
）。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　
日
本
年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－
２
１

－

０
５
７
０

　

�

自
動
音
声
案
内
①
番
を
選
択
し
た
後
、

②
番
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

　

町以外からの

お知らせ

Info
rmation

津山高専つやまSTEAM人材育成塾第２期生募集
　今の子どもたちが大人になったとき、世界はAI（人工知能）やロボットが台頭し、今とは異なる時代になっています。
津山高専では、そのような時代を生き抜き、世界でも活躍できる子どもたちを育成するため、STEAM（スティーム）教
育の考え方を取り入れた次世代人材育成プログラムを展開していきます。

内 　 　 容 　�生命科学からロボットまで広範で専門的な学習機会を提供するとともに、強く関心を持った分野での
探究活動を支援します。

対 　 　 象 　小学５年生～中学３年生

募 集 定 員 　40名程度　※選抜審査があります。

場 　 　 所 　津山工業高等専門学校または岡山市内サテライト教室

開 講 期 間 　令和６年７月～令和７年３月

開 講 日 程 　毎月２回程度土曜日の午後に実施

受 講 料 　無料

募集受付期間 　令和６年４月１日（月）～６月３日（月）

応 募 方 法 　ホームページからお申し込みください。

プレイベント 　募集期間中に開催します。詳しくは、ホームページに掲載します。

お問い合わせ先 　津山高専　総務課内　つやま STEAM 人材育成塾事務局　☎0868－24－8402

税務署からのお知らせ
～「給与支払者向け『定額減税説明会』」のご案内～

　令和６年分の所得税について定額による所得税の特別控除（定額減税）が実施されることとなり、令和６年
６月１日以後最初に支払う給与等につき、源泉徴収を行う際に定額減税を行っていただくことになります。
　税務署では、以下のとおり、給与支払者向けの説明会を開催します。
　説明会は無料ですが、事前予約制です。説明会に参加を希望される方は、LINE による事前申込をお願いし
ます。

開催日 令和６年５月17日（金）
時　間 午後１時30分～２時30分
場　所 ロマン高原かよう総合会館　２階　多目的ホール（吉備中央町豊野１－２）
定　員 100名
その他 駐車場は台数に限りがあります。できる限り乗り合わせてご来場ください。

お問い合わせ先 　岡山西税務署　法人課税第六部門　☎086－941－8894
岡山西税務署　法人課税第一部門　☎086－941－8890

ホームページ
はこちら▼

国税庁LINE公式
アカウントは
こちら▼
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
御
北
幼
稚
園
・
上
竹
荘
保
育

園
の
閉
園
式
の
様
子
で
す
。
両

園
と
も
、
長
い
歴
史
に
幕
を
下

ろ
し
ま
し
た
。
閉
園
式
で
の
園

児
た
ち
は
、
友
達
と
話
し
た

り
、
明
る
く
元
気
に
歌
っ
た
り

と
、
最
後
の
最
後
ま
で
笑
顔
で

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
現
在

は
、
新
し
く
生
ま
れ
変
わ
っ
た

そ
れ
ぞ
れ
の
こ
ど
も
園
で
、
多

く
の
お
友
達
と
楽
し
く
園
で

過
ご
し
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

【
編
集
後
記
】

▼
今
年
は
、
全
国
的
に
桜
の
開

花
が
遅
か
っ
た
で
す
が
、
皆
さ

ま
は
お
花
見
等
を
楽
し
ま
れ

た
で
し
ょ
う
か
。
春
は
色
と
り

ど
り
の
花
が
咲
く
季
節
で
す

の
で
、
桜
以
外
の
お
花
見
も
ぜ

ひ
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ね
。

▼
新
年
度
が
始
ま
り
、
広
報
担

当
４
年
目
に
突
入
し
ま
し
た
。

い
つ
も
地
域
の
皆
さ
ま
の
温

か
さ
に
支
え
ら
れ
な
が
ら
広

報
紙
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
前

年
度
実
施
し
た
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
よ
う
に
、
今
年
度
も

読
者
参
加
型
の
コ
ー
ナ
ー
等

を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

今
後
も
取
材
等
で
町
内
の

皆
さ
ま
に
は
お
世
話
に
な
り

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。�

萱
野

ゴールデンウィークにおける山岳遭難の防止
　ゴールデンウィーク中は、温暖な気候等から登山や山菜採りを楽しむ方が増える一方、山頂付近は
まだ寒く、登山計画や装備が不十分であれば命に関わる場合もあります。事故に遭わないよう、次の
ことを守りましょう。
◆体力、体調、登山の経験に見合った山を選びましょう。
◆必要な装備を整え、安全で余裕のある登山計画を立てましょう。
◆登山コースや危険箇所は、事前に十分確認し、地図を携行しましょう。
◆単独での登山は危険が高まります。複数人で登山しましょう。
◆管理者、警察署等に登山計画書を提出しましょう。
◆携帯電話に加え、モバイルバッテリー等の予備電源を持参しましょう。
◆�天候や体調が悪くなったときなどは、道に迷い、滑落等による遭難の恐れが高まることから、早め
に登山を中止しましょう。

◆�山菜採りでは、夢中になって道に迷うことが多いので、帰り道に目印を付けるなどし、安全を第一
に考えた行動をしましょう。

お問い合わせ先 　岡山県警本部（代表）　☎086－234－0110

「備北地区行動災害ゼロ運動」に
取り組む事業場を募集します

　新見労働基準監督署では、 災害件数の約45％を占めている「転倒」および腰痛等の「動作の反動・
無理な動作」など、いわゆる行動災害を防止するための取り組みの一環として、行動災害防止のため
の10の活動のうち３つ以上（事業場独自活動も可）について継続的に取り組んでいる、または、取り
組もうとしている事業場を募集しています。
　行動災害予防対策の推進を宣言していただいた事業場には、認定証と備北地区行動災害ゼロ運動の
シンボルマークシール（名刺用）を交付するとともに、ご希望の場合には、岡山労働
局のホームページに事業場名を公表させていただきます。
　ご応募の際は、新見労働基準監督署までご連絡ください。詳しい応募要領は、岡山
労働局のホームページをご参照ください。

お問い合わせ先 　新見労働基準監督署　安全衛生係　☎086－72－1136

新見労働基準監督署からのお知らせ

27 2024.５月号　広報 



HHaappppyyBBiirrtthhddaayy!!

食べることが大好きな蒼
ちゃん。
いつもにこにこ、みんなを
笑顔にしてくれているね。
これからも元気にすくすく
大きくなってね！

● 令和５年５月７日生まれ 今い
ま
お
か岡 

蒼あ
お 

ち
ゃ
ん
（
湯
山
） １歳のお誕生日おめでと

う！
これからもすくすく元気
に育ってね。

● 令和５年５月１日生まれ 梅う
め
づ津 

昌ま
さ
ゆ
き幸 

ち
ゃ
ん
（
吉
川
）

おめでとうおめでとう
満満１１歳歳

みん
なのページ

みなさんからお便り・イラスト・
写真をお待ちしています。

見学等お申し込み・お問い合わせ先 　うらじゃ連 まほろば（担当：瀬尾）
　　　　　　　　　　　☎090－7121－6333

みんながみんなが
主役主役

～エール～～エール～
うらじゃ連

まほろば メンバー募集のお知らせ

町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づくりに取り組んで
いる団体・グループを紹介します。広報紙の掲載を希望される場合
は、企画課　公聴広報班（☎0866-54-1314）にご応募ください。

「まほろば」は、今年もメンバーを募集しています。
子どもから大人まで、幅広い年齢層で踊りを楽しんでいます。
町内のイベントや岡山うらじゃへの参加も予定しています。
心躍る楽しい時間を仲間と一緒に過ごしませんか？
見学もできますので、興味がある方はお気軽にお越しください。

【募集内容】
◆参加資格：練習に参加できる方
　　　　　　年齢・性別は問いません。
◆参 加 費：大人　　2,000円
　（年会費）　子ども　1,000円
◆申込期限：随時受け付けています。

【練 習 日】　毎週土曜日　午後７時～８時
【練習会場】　�きびプラザ
　　　　　　※会場が変更になる場合があります。
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〔沼
ぬもと

本　龍
りゅう

 委員〕
　吉川八幡宮の境

けい

内
だい

は、石造物を含め、実に多くの文化財で構成されています。
　今回紹介した随神門の現在の屋根は檜

ひわだ

皮葺
ぶ

きですが、古写真や古記録によると、以前は栩
とち

葺
ぶ

きでした。明治
45年（1912年）本殿の屋根葺き替えと共に、檜皮葺きに改められたものと思われます。また、石鳥居から随
神門を結ぶ参道の中心線は、拝殿の正面に向かわず、本殿の正面に向かって配置されています。（参考文献：『重
要文化財吉川八幡宮本殿保存修理報告書』）

　吉川八幡宮の石鳥居をくぐって参道を登ると、県指定重要文化財の「吉川八幡宮随神門」（昭和59年４月
10日指定）が私たちを迎えてくれます。
　この随神門は、三間・二間の丸柱造りで両脇に随神を祀

まつ
り、正面の一間は通路となり、下部は吹

ふき
放
はな
ち構造

（八
やつ
脚
あし
門
もん
）になっています。棟

むな
札
ふだ
によると、江戸時代の寛

かん
延
えん
３年（1750年）の建立であり、木

き
鼻
ばな
彫
ちょう
刻
こく
に桃

山時代の形式が認められます。随神門は、毎年10月に催される吉川八幡宮当番祭の例大祭での「走り競
くら
べ」

でもおなじみです。

吉備中央町文化財保護委員からのワンポイントアドバイス

当番祭での走り競べでは「当番様」が
駆け抜けます。

解説

吉備中央町文化財探訪記　
～町内にある文化財を探訪してみよう～

307

●【吉川小学校】

●【吉川郵便局】

●

【神護寺】

【吉川公民館】●

【吉川地内】

★

【【吉吉
よしよし

川川
かわかわ

八八
はちはち

幡幡
まんまん

宮宮
ぐうぐう

随随
ずいずい

神神
じんじん

門門
もんもん

】】
県指定重要文化財（建造物）

お問い合わせ先 　教育委員会事務局　生涯学習班　☎0866－56－9191
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３市町（新見市・高梁市・吉備中央町）合同婚活パーティ

Classical カップリングパーティー in 吹屋 2024
レトロな町並みが広がるカップルの聖地「高梁市吹屋地区」でベン
ガラ染め体験や町並み散策を楽しみながら、素敵な出会いを見つけ
ませんか？

　◆日　　時　令和６年５月11日（土）午後１時～４時30分
　◆場　　所　ラフォーレ吹屋ほか
　◆参加条件　25歳～45歳の独身男女
　◆募集定員　�男女各15名（合計30名）
　◆参 加 費　2,000円
　◆申込期限　令和６年４月29日（月）
【お申し込み先】　有限会社チアーズ　☎086-461-0506

　３月17日（日）、農家民宿 古那志屋で、ピザづくりイベントを開
催しました！
　参加者18名がそれぞれ好きなようにトッピング＆石窯でピザ焼き
をして、出来たてのピザを堪能♪その後、マシュマロチャレンジや
ティータイムで交流を深めました♪

奇跡の出会いをあなたの元へ届けたい

あなたの婚活をサポートします！

お申し込みは
こちら▶

　　　　　＆　　　　　　コラボ企画！

岡山県のど真ん中でおもてなし♥
～ピザづくり体験〜を開催しました！

商工会青年部出会いcafé「糸」

道の駅かもがわ円城30周年記念イベント
日時：令和６年５月５日㈰ 
場所：道の駅かもがわ円城 農産物直売所および第２駐車場
　国道429号線沿いに「峠の茶屋」として岡山県で最初にできた道の駅
かもがわ円城。たくさんの生産者さま、地域の皆さまのおかげで30周
年を迎えました！ありがとうございます。
　感謝の気持ちを込め、記念イベントを開催します。道の駅ならではの
野菜の詰め放題、お子さんと楽しめるスーパーボールすくい、バルーン
アートなどの出し物、1,000組限定で紅白饅頭の配布も行います！
　いつも来てくださっている方も、お久しぶりの方も、初めての方も、
ぜひこの機会に道の駅かもがわ円城へお越しください。また、これから
も皆さまと共にある道の駅でありたいと思っておりますので、今後とも
どうぞよろしくお願いします。

お問い合わせ先 　道の駅かもがわ円城　☎0867－34－1717

円城朝イチ 8：00〜11：00

紅白饅頭配布 8：30～なくなり次第終了
※1,000組限定

野菜の詰め放題 ９：30～10：20
13：30～14：20

スーパーボールすくい 9：30～

フルフルキッズダンス 10：30～／11：30～

バルーンアート 11：00～／13：00～

福引　※1,000円以上お買い上げの方
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２/25 ベーゼンドルファー
� ファミリーコンサート開催

３/２ ハートフルコンサート
� in きびちゅうおう開催

　ロマン高原かよう総合会館で、ベーゼンドルファーファミリーコンサート（山名音楽事務所
企画監修）が開催され、238名が来場されました。第１部では、山

やま
名
な
明
あ
日
す
香
か
さんと角

つの
田
だ
奈
な
名
な
子
こ
さんによるベーゼンドル

ファーでの連弾から始まり、中
なか
山
やま
那
な
奈
な
さんと小

こ
島
じま
佳
か
世
よ
さんによる歌唱や山名さんによるオカリナとともに、素敵な演奏が

披露されました。また、第２部では、新見ウインドアンサンブルによる吹奏楽、山名さんによるピアノ演奏、森
もり
安
やす
高
たか
廣
ひろ
さ

んによる指揮で繰り広げられる楽しいステージが披露され、観客は手拍子を交えながら心躍るひとときを過ごしていまし
た。

　ロマン高原かよう総合会館で「ハートフルコンサートinきびちゅうおう」が開催され、566名が
来場されました。これは、町内における芸術文化への意識向上と交流推進を図るために開催された
ものです。
　当日は、陸上自衛隊第13音楽隊により、ディズニーメドレーや風の谷のナウシカなど、子どもも
大人も楽しめる多彩な曲が演奏されました。また、素敵な演奏とともに「ハナミズキ」の歌唱が行
われ、力強くもはかない歌声に観客は酔いしれていました。

PHOTO
TOPICS
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　ロマン高原かよう総合会館で、吉備中央町文化協会が主催する「第15回吉備中央町総合文化
祭」が開催され、文化協会に所属している約30もの団体が日ごろの活動の成果を存分に披露しました。
　展示の部では、彫刻や工芸、写真、生け花やアメリカンフラワーなどの出展、吉備高原学園高等学校の生徒の作品や吉
備中央町社会福祉協議会による作品が展示されました。そして、ステージの部では、ピアノやオカリナ、スコップ三味線
の演奏、合唱やカラオケなどの歌唱、日本舞踊やフラダンス、レクリエーションダンスなどの踊りが披露され、次々と繰
り広げられるステージに観客は楽しんでいました。ステージの部終了後には、豪華賞品が当たる抽選会が行われ、盛り上
がりを見せていました。また、しんまちあきんどの皆さまには、チラシの作成や当日の出店などにご協力いただき、バザー
販売も好調でした。

３/10 
第15回吉備中央町総合文化祭開催

レクダンスひまわり きびオカリナクラブ

吉備中央児童合唱団・高梁少年少女合唱団 ナニ・リーリア豊野

恵香流スコップ三味線上竹フラ・アポ

さつき会

吉川カラオケ同好会 うまカラ倶楽部

き
び
ピ
ア
ノ
ク
ラ
ブ

虹のハーモニー

つくし会

賀陽フォークダンスクラブ

上竹カラオケ同好会

PHOTO
TOPICS
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PHOTO
TOPICS ３/２ 吉備高原学園高等学校31期生

� 卒業証書授与式

３/12 加賀中学校10期生卒業証書授与式

３/19～21 町内９小学校で計69名が卒業

　吉備高原学園高等学校31期生79名に卒業証書が授与されました。卒業生代表の小
こばやし
林裕

ゆう
太
た
さん

が保護者や先生方、在校生等に感謝の気持ちを伝えるとともに、「この３年間で学んだ経験と共
に支え合った31期生の絆を胸に、思いやりと勇気を持って日々邁進していきます」と答辞を述
べました。また、３年間の思い出を振り返るビデオ上映が行われ、卒業生からは懐かしむ声と笑
い声が上がりました。

　加賀中学校10期生66名に卒業証書が授与されました。卒業生代表の繁
しげ
田
た
穂
ほの か
花さんが中学校

生活を振り返りながら、保護者や先生方、スクールバスの運転手、地域の方々、在校生、そし
て同級生に向けて感謝の気持ちを伝え、「大きな壁にぶつかることもあると思いますが、そん
な時はこの加賀中学校で共に学び、笑い合った仲間を思い出し、３年間で得た学びを胸に力強
く進んでいきます」と答辞を述べました。

　吉備高原小学校では、６年生９名が卒業を迎えました。卒業証書を授与された卒
業生は、家族や先生方への感謝と中学生になる自身の今後の抱負を述べました。ま
た、在校生から卒業生一人一人に対してメッセージやエールが送られ、卒業生は小
学校６年間の思い出を振り返り、別れを惜しみながらも、新たな旅立ちに向けて学
び舎を後にしました。
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火災・救急
テレホンガイド

人口の
　うごき

●火 災 情 報  ☎086－226－0119（現在の火災情報）

●岡山市内救急病院案内  ☎086－231－0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

人　口　10,259人（－38）
世　帯　 5,149戸（－ 1）

男　4,946人（－18）
女　5,313人（－20）

３月の自然増減　－21
３月の社会増減　－17

※令和６年４月１日現在（　）は前月との増減 ※自然増減：出生者数と死亡者数の差　※社会増減：転入者数と転出者数の差

香典返し（金一封）　�立石　美和（下加茂）　宮本　博輝（尾原）　金森　和治（下土井）
この育英資金は、皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、各支所・出張所でご寄附を随時受け付けています。

ご寄附に感謝します  育英資金（敬称略）

　御北小学校の児童たちに、新型コロナウイルス感染症等への予防対策として、手洗いの重要性について指導を
行いました。手洗いチェッカーで、どの部分が洗えていないかを各自で確認しました。洗い残しが多く、洗いに
くかった爪は、爪ブラシを使用することでより洗いやすくなるという効果が得られました。
　チェックが終わった後、児童からは「洗い残しの部分が分かったので、これからは気を付けて手洗いをする」
と積極的な感想が多くありました。今後も愛育委員として、地域の子どもたちの健康を守るお手伝いができるよ
う頑張っていきたいと思います。

愛愛育委員会育委員会活活動報告動報告 新山支部新山支部

22世紀の理
ふ る さ と

想郷  吉備中央町
こどもたちの笑い声があふれる　懐かしくて新しい　ふるさとの創造

手洗い
チェック中

手の汚れが

残っていた場所

にしるしを記入

県道高梁御津線（岡山県加賀郡吉備中央町下加茂地内）の
通行止め箇所の解除について

　令和５年６月30日、岡山県加賀郡吉備中央町下加茂地内の県道高梁御津線において、
落石が発生し、同日午前８時から落石箇所を含む100ｍ間を全面通行止めとしていまし
たが、令和６年４月11日（木）の午後３時に交通規制が解除されました。
　地域の皆さま、ご通行される皆さまには、長期間にわたり、ご理解とご協力をいただ
き誠にありがとうございました。詳しくは、岡山県のホームページをご覧ください。

詳細はこちら▼
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